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2 引き残し量設定のお願い  方立やたて枠と扉との指はさみ防止のため、引き残し寸法が必要です。下記は当社標準寸法です。

6自動ドア用防護柵
「STガード」

自動ドアを利用する通行者の安全を守るために

通行者が安心して通れるような自動ドアの選択には慎重な判断が必要です。
事故を未然に防ぐためにも、自動ドアの仕様は、安全を最優先してお選びください。
建物利用者への安全の配慮は発注者や施主側の注意義務の１つとされています。

お 施 主 様・発 注 者 様 へ

●自動ドアはある程度の重量があり、動くものです。自動車が急ブレーキをかけても急に止らないように、閉まりかけている自動ドアも急には止まりません。
　ぶつかると強い衝撃を受けます。お施主様、建物管理者は安全確保に万全を期してください。
　施工完了後、注意をうながす警告表示ラベル、自動ドア表示ステッカー貼付などのご協力をお願いします。
●掃除や大きな荷物の出し入れは、必ず電源スイッチを切ってから、手動でドアを開閉してください。

お
願
い

1 補助センサー取り付けのお願い  補助センサーは、より安全性が高い2光線を選択されることをおすすめします。（1光線は標準装置です）

設置高さ：
1光線　600㎜

設置高さ：
2光線　300mm
           700mm

片 引 き 引 分 け

3
施工完了後に貼り付けをお願いします。

警告表示ラベル・自動ドア表示
ステッカー貼り付けのお願い

4 タッチスイッチ選定時の無目付センサー
併用のお願い

タッチスイッチや、マンション
などでキースイッチを採用さ
れる場合は、人と扉との衝突
防止のため補助センサーだけ
では不十分なため、より大きな
検出範囲が確保できる「無目付

（天井付）センサー」を必ず併用
してください。

5 開き速度・閉じ速度の設定
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」の
“自動ドア開閉装置”に規定された性能値に基づき商品を出荷します。
開速度：500mm/sec以下、閉速度：350mm/sec以下と規定されて
います。
調整により、速度を遅くすることが可能です。
※速度調整は専門の施工技術者が行います。

安全の
選択ポイント

6 自動ドア用防護柵「STガード」

●お子様が登りにくい高さ1,100㎜。
お子様が手をかけて、登ったり遊んだりしない高さに設定、幅
も一般的なドア幅に合わせたサイズを標準仕様にしています。

●クリアガラスにより人や物の接触・衝突を回避。
ガラスによる遮蔽効果で扉への接触・衝突を防ぐとともに
8㎜強化ガラスを使用することにより、衝突時の安全性を図
っています。

●ガラスとステンレス枠による洗練されたデザイン。
ガラスによるクリアな視界とスリムなステンレス枠によるシン
プルデザイン。ステンレス枠はコーナーを曲線でまとめ、接触
時の安全にも配慮しています。

●既存の自動ドアエントランスに対応可能な後付けタイプ。
1台8本のアンカーで固定。工事期間も短く既存の自動ドアに
も取り付けできます。

　 ※仕様・納まり図等は、P37を参照願います。

開放時における自動ドア戸袋側への接触・衝突を防ぐため、
「STガード」の設置をおすすめします。
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検 出 装 置（セ ン サ ー）
自動ドア設置場所の環境により、適切なセンサー商品を選ぶ必要があります。

〈参考資料〉全国自動ドア協会「安全ガイドブック」

検 出 装 置 取 付 位 置

●補助センサーは１光線を標準としていますが、いっそうの安全対策として複数光線の採用をお勧めします。

衝 突 防 止 対 策

●起動センサー
自動検出型の起動センサーの検出方法は、動体検出方式または静止体検出方式とします。
静止体検出方式のセンサーは、静止体検出時間が有限時間のものを含みます。

●起動検出範囲
幅方向では有効開口幅より左右各々 150㎜以上外部へ広がった寸法とします。
進行方向の寸法はドア中心より1,000㎜以上とします（P65 図1）。

挟 ま れ 防 止 対 策

●ドア走行部における存在検出
自動ドア走行部の人や物の検出は、動体と静止体を検出できる補助センサー※ によって行います（補助センサー
には、一体型と分離型があります）。
通行者の立ち止まりなどによる挟まれ防止対策のため、自動ドアはドア走行部およびドア直近の人や物を検出す
ると開放します（P65 図2）。
※存在検出範囲に使用するセンサーの静止体検出時間は通行者の立ち止りを考慮して10秒以上必要です。

図.1 起動検出範囲の例

図. 2 ドア走行部における存在検出例  （補助光電センサーが方立およびたて枠間に設置された場合の対策）

64 65



施
工
例

防
火
設
備

オ
ー
ダ
ー
フ
ロ
ン
ト

窓
・
そ
の
他

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

注
意
事
項・メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
フ
ロ
ン
ト

  〈汚れが軽い場合〉
　① 表面に付いたホコリや鉄粉などは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。
　② 濡れた布などで汚れを拭き取った後、乾いた布で拭いてください。 

  〈汚れがひどい場合〉
　① 表面に付いたホコリや鉄粉などは、柔らかい布で軽く拭き取ってください。
　② 指紋や油汚れなどは、水あるいはお湯で薄めた中性洗剤を柔らかい布に付けて軽く拭き取り、その後、
　　 水拭きし乾いた布で軽く拭き取ってください。
　③ 付着した油分を除去する為、シンナーなどの有機溶剤を使用すると、油分を単に薄く伸ばすだけの結果
　　 に終わり、かえって色調を乱すことがあるので避けてください。
　④ 金属製ブラシや砂入りの粗い洗剤は、キズの原因となりますので絶対に使用しないでください。
　⑤ 酸性（例えば塩酸、硫酸、硝酸、苛性ソーダ）あるいは、これらを含むタイル、石材等の清掃薬剤は変色を
　　 起こすおそれがありますので、絶対に使用しないでください。

〈清掃回数目安〉（１年あたりの回数）
（注）海岸地帯、工業地帯などの環境では比較的
　　早くサビが発生し、台風通過時には内陸部ま
　　で海岸地帯同様の塩害が発生することがあり
　　ます。このような場合には、サビが発生する前
　　にこまめにお手入れ（清掃）する必要があります。

環境
材質 海岸地帯　　工業地帯　　市街地　　田園地帯

ステンレス
 （素地） 10～20 　6～10 　 4～8 　　2～4

〈ステンレス製品の注意事項〉
ステンレス材はサビにくい材料ですが、サビない材料ではありません。
しかも、通常はステンレス材は素地のまま（塗装なし）で使用しますので、清掃も頻繁に必要となります。
なお、初期のサビであれば「清掃方法〈汚れがひどい場合〉」で除去できます。サビがひどい場合はステンレス用サビ落としの
専用クリーナーを購入してください。また、専用クリーナーをご使用の際は注意書きをよく読んでからご使用ください。

〈ステンレス製品のサビについて〉
ステンレスが腐食に対して強いのは、表面に独特の保護皮膜が形成されるからです。この皮膜は空気中の酸素が触れている
間は優れた耐食性を示す性質を持っています。そのため、ステンレスの表面が汚れてくると、酸素との接触が妨げられるので
サビが発生することがあります。従って、ステンレスは決して「サビない」ものではなく、むしろ「サビにくい」金属と言えます。
サビが発生するのは、例えば次のような状態に放置した場合です。
●塩素系の洗剤でクリーニングを行った際に、洗剤がステンレス部品に付着した場合。
●海岸沿いなどの環境において、塩分が付着する場合。
●ばい煙、排ガス、塩酸、温泉蒸気、火山の噴煙などが付着した場合。
この他、ステンレスがサビる要因として、「もらいサビ」と言われるものがあります。「もらいサビ」とは、例えば鉄くぎのサビ
が表面に付着したり、ステンレス表面に付着した土挨の中の微細な鉄粉が雨水などによってサビてこびりついたりすることで
あり、あたかもステンレス自身がサビたように見える現象です。サビは専用クリーナーなどでこすり落としてください。
この場合、表面にこすり傷がつくことは避けられません。「もらいサビ」が落ちない場合は、サビが進行してステンレス自身に
サビが生じたものと考えられます。一旦発生したサビは落とすことが難しいので、ステンレスの汚れに注意して日頃から
こまめにお手入れをしてください。サビの発生を防ぐことができます。

清掃方法
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本書は､当社の商品に関し､ここに記載の保証期間､保証内容の範囲において無料修理を行う
ことをお約束するものです。保証期間中に故障・損傷などの不具合(以下「不具合」といいます)
が発生した場合には､お取り扱いの施工店様､工務店様､販売店様又は当社支店・営業所に修
理をご依頼ください。

(注1)改修工事の場合は､改修部分のみの保証であり､その工事完了の日といたします。
(注2)分譲住宅(建売住宅)・分譲マンションの場合は､建築主様への引き渡し日といたします。
　※ 錠前は､上記に係わらず別途定められた保証内容によります。

保証期間

商品保証について

保証期間内でも､
次のような場合には有料修理となります。免責事項

取扱説明書､本体ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご使用
状態で､保証期間内に不具合が生じた場合には､下記に例示する免責事
項を除き無料修理いたします。

保証内容

①

②
③

④
⑤
⑥

⑦

⑧
⑨
⑩

⑪

⑫
⑬
⑭
⑮
※
※

※

天災その他の不可抗力(例えば､暴風､豪雨､洪水､高潮､地震､地盤沈下､落雷､火災､津波､噴火など)により､
商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合。
自然現象や使用環境に起因する不具合(例えば､結露・凍結､風による振動・共鳴音など)。
環境が悪い地域や場所での腐食またはその他の不具合(例えば､海岸地帯での塩害による腐食､大気中の砂
塵・煤煙・各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の排気ガスなどが付着しておきる腐食､異常な高
温・低温・多湿による不具合など)。
カタログや取扱説明書などに表示された商品の性能を超えたことに起因する不具合。
建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合。
本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合､または使用目的と異なる使用方法による場合の
不具合。
当社の手配によらない第三者の加工上､組み立て上､施工上､管理上､メンテナンス上などの不備に起因す
る不具合(例えば､海砂や急結剤を使用したモルタルによる腐食､中性洗剤以外のクリーニング剤を使用し
た事による変色や腐食､工事中の養生不良による変色や腐食など)。
お客様自身の組立て､取付け､修理､改造(必要部品の取外しを含む)に起因する不具合。
引き渡し後の操作誤り､または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合。
使用に伴う接触部分の摩耗・傷､塗装の剥離や時間経過による塗装の退色､樹脂部分の変質・変色､めっ
きの劣化またはこれらに伴うさびの不具合。
実用化されている化学や技術では､予測することや予防することが不可能な現象､またはこれが原因で生
じた不具合。
犬､猫､鳥､鼠､昆虫､ゴキブリ､蜘蛛などの小動物の害による不具合。
機能上支障のない音､振動など感覚的現象。
犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合。
その他､不具合の原因が第三者にある場合。
保証期間経過後の修理､交換などは有料といたします。
本書によって､お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので､保証期間経過後の修理､その
他についてご不明の場合は､当社にお問い合わせください。
保証期間経過後､永くお使いいただくために､メンテナンス契約をおすすめします。

なお､強風雨時に､扉と枠の間より雨水が浸入することがありますが､これは商品上の不具合ではありません。

施工者よりの引き渡し日(注1､注2)から2年間
(エンジン・電装部品や錠前については製造メーカーの保証期間)。
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